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バ
イ
オ
マ
ス

廃棄物発電活用実証開始

実証試験開始式のテープカットの様子

防
災
拠
点
で
の
活

用
イ
メ
ー
ジ
図

覚書締結式の様子。左から西枝英幸ZEデザイン代表、
長島田茂樹栄村村、松下康平ZEエナジー代表

▶
園
芸
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
図

（
提
供:

笠
岡
市
）

efcoでの「エコ・フーチャーセッション」の一シーン

Ｋ
Ｊ
法
の
適
用
と
そ
の
拡
大

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉛

ｏ
で
は
、「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
課
題

解
決
の
機
会
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
質
的
に
は
Ｋ
Ｊ

法
の
適
用
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

地
元
住
民
の
ほ
か
他
所
の

市
民
・
学
生
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
・
役
所
・
自
治
体
機
関
な

ど
の
多
様
な
方
々
の
参
加
に

よ
り
、
個
別
の
テ
ー
マ
を

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
し
て
、
小
グ
ル
ー
プ

に
な
り
、
意
見
交
換
・
提
案

を
行
い
、
自
由
な
発
想
で
、

課
題
解
決
を
行
う
。
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｊ
法
に
倣

っ
た
問
題
発
見
、
課
題
抽

出
・
選
択
、
そ
の
グ
ル
ー
プ

化
、
図
解
に
よ
る
見
え
る

化
、
そ
し
て
シ
ョ
ー
ト
プ
レ

ゼ
ン
な
ど
を
、
行
う
。

こ
の
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
」
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
も
あ
り
、
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
し
て
の
適

用
で
も
あ
る
。
生
活
の
場
や

立
場
の
異
な
る
人
で
、
し
か

も
初
対
面
の
人
で
あ
っ
て

も
、
自
己
紹
介
の
局
面
か

ら
、
一
方
通
行
の
講
演
型
の

勉
強
会
と
は
全
く
異
な
る
雰

囲
気
が
生
ま
れ
る
。
相
補
・

共
同
、
相
補
創
成
の
カ
タ
チ

が
見
え
て
く
る
。

Ｋ
Ｊ
法
が
教
え
て
く
れ
る

カ
ー
ド
を
用
い
た
要
点
整
理

は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
化
に
よ
っ

て
明
確
に
な
る
。
そ
れ
は
、

調
査
活
動
で
得
た
ヒ
ア
リ
ン

グ
資
料
の
ほ
か
、
紙
や
写
真

に
よ
る
現
地
資
料
に
対
す
る

場
合
に
は
、
要
約
表
現
で
あ

り
理
解
を
容
易
に
さ
せ
る
。

一
方
、
課
題
の
解
決
や
新
た

な
発
想
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
ま
ず
書
き
出

し
、
そ
の
関
連
を
探
り
、
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
、
相
互
の

関
係
性
を
吟
味
す
る
こ
と

が
、
共
通
性
や
対
立
概
念
な

ど
を
明
確
に
し
て
く
れ
る
。

筆
者
は
、「
見
え
る
化
」、

「
分
か
る
化
」、
そ
し
て
「
出

来
る
化
」
の
三
つ
の
連
鎖
が

重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
す
べ
て
が
こ
こ
に
含
ま

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
発
達

し
て
い
る
今
日
に
お
い
て

は
、
ア
ナ
ロ
グ
の
「
カ
ー
ド
」

か
ら
、
類
似
で
あ
っ
て
も
デ

ジ
タ
ル
の
ツ
ー
ル
を
適
用
し

た
カ
ー
ド
デ
ー
タ
の
入
力
が

能
率
的
で
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

が
容
易
で
修
正
も
可
能
な
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
も
提
案
さ
れ
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。
中
に

は
、
動
的
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的

な
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
個

人
的
な
利
用
が
楽
し
く
な
る

同
じ
く
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の

利
用
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の

利
用
総
合
事
業
、
渓
谷
と
温

泉
か
ら
始
ま
る
地
域
活
性

化
、
大
多
喜
の
未
来
へ
の
提

言
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
地

元
と
の
連
携
を
つ
く
り
だ
す

切
っ
掛
け
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
、
Ｋ
Ｊ
法
を
基
本

と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り

入
れ
た
大
学
の
講
義
も
有
効

で
あ
る
。
筆
者
は
、
千
葉
大

学
の
１
・
２
年
生
向
け
の
普

遍
科
目
の
「
科
学
技
術
と
現

代
社
会
」
と
い
う
講
義
に
お

い
て
は
、
毎
週
の
講
義
の
テ

ー
マ
に
応
じ
て
学
生
に
よ
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
学

部
の
異
な
る
学
生
同
士
の
共

同
関
係
づ
く
り
、
意
見
発
表

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
も
副

産
物
と
し
て
生
ま
れ
た
。
ま

た
専
門
科
目
の
「
都
市
エ
ネ

ル
ギ
ー
概
論
」
に
お
い
て

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
技

術
の
、
そ
し
て
社
会
情
勢
に

つ
い
て
、
自
由
に
意
見
交
換

し
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
経
験

は
、
た
だ
聞
く
こ
と
か
ら
、

聞
き
・
考
え
・
意
見
を
述
べ

る
機
会
と
な
り
、
お
そ
ら
く

行
動
す
る
こ
と
へ
敷
居
を
下

げ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待

し
て
い
る
。
Ｋ
Ｊ
法
の
妙
味

が
こ
こ
に
も
あ
る
。

ColumnＫ
Ｊ
法
は
、
創
造
的
問
題

解
決
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
の

対
象
や
組
織
で
利
用
さ
れ
て

い
る
日
本
初
の
メ
ソ
ッ
ド
で

あ
る
。
そ
の
名
は
、
川
喜
田

二
郎
（
１
９
２
０
～
２
０
０

９
年
）
氏
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
同
氏
は
、
文
化
人

類
学
者
で
あ
り
、
国
内
外
の

現
地
調
査
で
得
た
膨
大
な
資

料
を
整
理
し
、
伝
達
す
る
た

め
に
効
果
的
な
方
法
を
試
行

錯
誤
し
て
獲
得
し
た
。

そ
の
方
法
が
、
Ｋ
Ｊ
法
と

し
て
、
資
料
の
整
理
ば
か
り

で
な
く
、
新
し
く
発
想
す
る

た
め
の
思
考
の
整
理
、
提
案

さ
れ
た
課
題
解
決
へ
の
糸
口

の
つ
け
方
、
さ
ら
に
そ
の
実

施
に
向
け
た
方
向
づ
け
等
に

も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
拡
大
し
て
き
た
。
Ｋ
Ｊ

法
は
、
小
学
校
の
教
育
計
画

や
企
業
や
国
家
機
関
で
の
政

策
立
案
の
方
法
ま
で
、
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
本
誌
43
号
の
新

春
特
別
号
の
年
頭
所
感
で
、

（
一
社
）
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

が
取
り
組
む
「
エ
コ
・
フ
ュ

ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
構
想
に

触
れ
た
。
そ
れ
は
、
千
葉
県

大
多
喜
町
で
廃
校
に
な
っ
た

老
川
小
学
校
を
基
地
と
し
て

「
先
進
的
な
田
舎
」
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。

「
地
方
創
生
」
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
地
元
と
他
所
と
り

わ
け
大
都
市
と
の
関
係
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
進
め
る
た
め
に
、
ｅ
ｆ
ｃ

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
事
業

干拓地に大型園芸施設誘致

国
内
初
の
ご
み
収
集
シ
ス
テ
ム
運
用

長
野
県
栄
村
と
協
力
体
制
を
構
築

バイオマス発電施設も整備

ZEデザイン／
ZEエナジー

岡山県笠岡市

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
／
川
崎
市

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
と
神
奈
川
県
川
崎
市
は
３

月
17
日
、
廃
棄
物
発
電
を
活

用
し
た
「
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
ご

み
収
集
の
実
証
試
験
を
同
市

浮
島
処
理
セ
ン
タ
ー
で
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。
ご
み
を

処
理
し
た
廃
棄
物
発
電
に
よ

り
得
ら
れ
た
電
力
を
動
力
と

し
て
、
電
池
交
換
型
Ｅ
Ｖ
ご

み
収
集
車
を
稼
働
さ
せ
る
日

本
初
の
試
み
だ
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
川
崎
市

は
今
回
の
実
証
試
験
を
経

て
、
ご
み
収
集
車
を
活
用
し

た
ご
み
収
集
の
実
用
化
を
目

指
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

走
行
中
の
排
出
ガ
ス
・
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
が
ゼ
ロ
と
な

り
、
オ
ー
ル
電
動
化
に
よ
る

静
音
運
行
を
実
現
す
る
。
ま

た
、
電
池
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

導
入
し
、
複
数
電
池
の
備
蓄

や
迅
速
な
交
換
に
よ
り
、
い

つ
で
も
充
電
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
災
害
時
に
は
、
ご
み

収
集
車
の
電
池
を
非
常
用
電

源
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

電
池
は
取
り
外
し
が
で
き
る

岡
山
県
笠
岡
市
は
３
月
23

日
、
笠
岡
湾
干
拓
地
粗
飼
料

基
地
北
端
エ
リ
ア
で
大
型
園

芸
施
設
の
整
備
を
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
施
設
は
野
菜

を
生
産
す
る
栽
培
室
と
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
で
構

成
さ
れ
る
。
同
市
は
今
後
、

農
地
法
上
の
事
務
手
続
き
を

進
め
、
５
月
か
ら
農
地
造
成

Ｚ
Ｅ
エ
ナ
ジ
ー
と
Ｚ
Ｅ
デ

ザ
イ
ン
は
３
月
22
日
、
長
野

県
栄
村
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
化
発
電
事
業
協
力
体
制

構
築
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

し
た
。
４
月
に
施
設
工
事
に

規
模
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

建
設
を
計
画
。
地
域
復
興
を

進
め
る
栄
村
と
の
思
い
が
合

致
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
化

発
電
事
業
の
協
力
体
制
が
ま

と
ま
っ
た
。
三
者
は
地
元
に

豊
富
に
あ
る
未
利
用
材
の
活

用
に
よ
る
地
域
復
興
と
活
性

化
・
雇
用
創
出
を
目
指
す
。

雇
用
人
数
は
10
名
程
度
を
想

定
し
て
い
る
。

栄
村
は
国
内
有
数
の
豪
雪

地
帯
で
、
一
般
的
な
建
設
よ

り
も
コ
ス
ト
が
か
さ
む
こ
と

が
課
題
だ
っ
た
。
Ｚ
Ｅ
エ
ナ

ジ
ー
は
同
村
森
林
組
合
の
チ

ッ
プ
製
造
工
場
隣
接
地
に
発

電
所
を
建
設
し
、
チ
ッ
プ
に

加
工
し
て
保
管
す
る
「
チ
ッ

プ
ヤ
ー
ド
」
の
最
小
化
を
試

み
る
な
ど
設
計
上
の
工
夫
を

行
っ
て
、
導
入
コ
ス
ト
の
大

幅
な
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

こ
れ
に
よ
り
、
原
料
輸
送
費

も
必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ

る
た
め
、
化
石
燃
料
の
削
減

や
ト
ラ
ッ
ク
の
騒
音
問
題
、

大
気
汚
染
も
軽
減
で
き
る
。

さ
ら
に
、
ガ
ス
化
発
電
後

の
副
産
物
で
あ
る
炭
は
栄
村

の
融
雪
に
利
用
す
る
ほ
か
、

排
熱
に
つ
い
て
も
消
雪
・
融

雪
に
利
用
す
る
。
ま
た
、
発

電
所
近
く
に
村
が
建
設
を
予

定
す
る
避
難
所
の
入
浴
施
設

の
加
温
に
使
用
す
る
な
ど
、

発
電
施
設
か
ら
生
ま
れ
る
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
内
で
完
全
利
用
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。
三
者
は
同

村
が
新
た
な
災
害
対
策
モ
デ

ル
地
区
と
な
る
よ
う
推
進
し

て
い
く
考
え
だ
。

た
め
、
投
光
器
や
携

帯
電
話
の
充
電
な
ど

の
電
源
と
し
て
の
活

用
も
予
定
し
て
い

る
。
実
証
試
験
で

は
、
ご
み
収
集
車
の

車
両
の
性
能
確
認
を

行
う
と
と
も
に
、
電

池
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

動
作
確
認
も
実
施
す

る
。実

証
試
験
期
間
は

電
プ
ラ
ン
ト
は
輸
入
木

質
チ
ッ
プ
を
主
な
原
料

と
す
る
施
設
で
、
発
電

容
量
は
10
㍋
㍗
。
発
電

す
る
電
力
の
１
割
を
施

設
で
使
い
、
年
間
７
万

１
０
０
０
㍋
㍗
を
売
電

す
る
予
定
。

笠
岡
市
は
干
拓
地
粗

飼
料
基
地
の
有
効
利
用

が
実
現
し
、
こ
れ
を
機

に
干
拓
地
を
活
用
し
た

新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル

を
示
し
て
い
く
考
え
だ
。

着
工
し
、
12
月
に
売
電
を
開

始
す
る
計
画
だ
。
発
電
規
模

は
５
０
０
㌗
、
年
間
発
電
量

は
１
１
０
０
世
帯
分
の
年
間

電
気
使
用
量
に
相
当
す
る
３

９
６
万
㌗
時
を
見
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
同
村
の
全
世
帯

分
を
賄
う
電
気
量
だ
。

栄
村
は
、
東
日
本
大
震
災

翌
日
に
最
大
震
度
６
強
の
地

震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、

住
宅
の
約
７
０
０
棟
が
全
半

壊
や
一
部
損
壊
と
な
っ
た
。

Ｚ
Ｅ
デ
ザ
イ
ン
は
、
同
村
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
向
け
て
、
ま
た
災
害
時

の
非
常
用
電
源
と
し
て
も
有

用
性
が
あ
る
と
判
断
し
、
小

３
月
17
日
か
ら
２
０
１
７
年

３
月
31
日
ま
で
。
第
１
段
階

（
３
月
18
日
～
４
月
21
日
、

毎
週
木
・
金
曜
、
計
10
回
）

で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄

物
処
理
事
業
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
が
電

池
交
換
型
Ｅ
Ｖ
ご
み
収
集
車

を
運
転
し
、
ご
み
の
収
集
・

運
搬
を
実
施
す
る
。
第
２
段

階
（
６
月
～
９
月
、
11
月
）

で
は
川
崎
市
が
ご
み
収
集
車

を
運
転
し
、
ご
み
の
収
集
・

運
搬
を
実
施
す
る
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
川
崎

市
は
今
後
も
最
先
端
技
術
で

の
環
境
負
荷
低
減
を
推
進
す

る
方
針
だ
。

産
用
の
祖
飼
料
基
地
の
有
効

利
用
な
ど
が
同
市
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
干
拓
地
内
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
牛
の
糞
尿
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
悪
臭
や
水

質
悪
化
へ
の
対
策
も
求
め
ら

れ
て
い
た
。
こ
う
い
う
背
景

の
中
、
笠
岡
市
は
２
０
０
８

年
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
」
を
策
定
し
、
持
続
可

能
な
循
環
型
農
業
の
モ
デ
ル

地
区
に
す
る
た
め
、
干
拓
地

の
地
域
特
性
に
合
っ
た
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
。

大
型
園
芸
施
設
の
誘
致
場

所
は
、
敷
地
面
積
約
18
・
３

㌶
の
市
有
地
。
農
業
法
人
サ

ラ
が
市
か
ら
用
地
を
借
り
、

ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
、
レ
タ

ス
な
ど
の
栽
培
室
と
関
連
施

設
を
建
設
す
る
。
投
資
額
は

お
よ
そ
１
２
０
億
円
。
最
新

の
Ｉ
Ｔ
技
術
で
栽
培
室
の
気

温
や
養
分
を
管
理
し
、
通
年

で
の
収
穫
を
可
能
に
し
て
生

産
性
を
高
め
る
。
年
間
生
産

量
は
ト
マ
ト
３
８
０
０
㌧
、

レ
タ
ス
１
３
０
０
㌧
、
プ
リ

カ
１
０
０
０
㌧
。
従
業
員
は

パ
ー
ト
を
含
め
１
３
０
～
２

０
０
人
を
予
定
し
て
い
る
。

併
設
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発

工
事
を
始
め

る
。
施
設
の

建
設
は
２
０

１
７
年
１
月

に
着
工
し
、

２
０
１
８
年

７
月
に
事
業

を
開
始
す
る

計
画
だ
。

笠
岡
湾
干

拓
地
は
１
９

９
０
年
に
完

了
し
た
国
の

干
拓
事
業
に

よ
り
、
一
般

配
分
用
地
や

公
的
農
業
利

用
地
、
運
動

公
園
、
堤
防

や
道
路
な
ど

が

完

成

し

た
。
以
降
、

干
拓
地
農
業

の
振
興
や
畜

ツ
ー
ル
と
も
な
る
が
、
ま

た
実
施
会
場
が
離
れ
た
遠

隔
地
で
の
利
用
も
可
能
に

す
る
だ
ろ
う
。
Ｋ
Ｊ
法
の

端
緒
が
大
き
く
広
が
り
、

新
た
な
展
開
や
応
用
を
誘

導
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
で
は
、
こ
れ

ま
で
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
」
を
６
回
以
上

行
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
に

は
、
文
化
創
造
、
地
域
資

源
と
し
て
の
竹
の
利
用
、


